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研究成果の概要： 
先天性無痛無汗症患者に対して、選択的な末梢神経の刺激時の中枢神経系における感覚認識機

構に関して調査を行った。選択的な末梢神経の刺激装置としては、（１）手首正中神経の電気刺

激、（２）手指への触角刺激、（３）手指へのＣＯ２レーザーによる刺激、の三種類を用いた。

（１）手首正中神経の電気刺激では、①刺激後からの脳磁場応答までの時間、②波形強度、③

磁場発生源（皮質活動部位）座標、④皮質活動強度、のいずれにも健常人との有意な差は見ら

れなかった。（２）手指への触角刺激でも、上記の①から④の各項目に健常人との有意な差は見

られなかった。（３）手指へのＣＯ２レーザーによる刺激での皮質応答は、健常人と比較して、

①両者とも１－４Ｍの磁場成分をふくむ皮質応答が記録された、②両者間で潜時に差はない、

③磁場振幅は患者群でレーザー出力依存的に優位に小さかった。 
 以上より、本症患者では、触圧覚をコードする末梢／中枢神経系には障害がないこと、ＣＯ

２レーザーによる刺激、すなわちＡδ／Ｃ線維の刺激によって皮質活動が見られること、の二

点が明らかとなった。これは本疾患で痛覚を欠損していることと矛盾するが、この理由として

は①皮質ニューロンの機能異常、②皮質情報投影部位の異常が考案された。 
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科学研究費補助金研究成果報告書 
１． 研究開始当初の背景 
遺伝性感覚性自律神経ニューロパチーの第
IV型である先天性無痛無汗症（CIPA）は、
生下時よりの無痛、無汗、ならびにその後
の精神遅滞で特徴づけられる稀な疾患で、
現在本邦で 100人弱、全世界で約 200名の
患者の存在が知られている。CIPA は、先
天的に痛覚を欠くという極めて珍しく、か
つ学術的にも興味深い対象疾患であるにも
関わらず、その希少さ故に系統だった調査
対象は少なかった。先天的に痛覚を欠落す
る CIPAは極めて興味深い病態であり、痛
みを欠くヒトに何らかの刺激が加わった時
に、脳内ではどのような反応をしめしてい
るのかを調べるため、機能的脳画像診断手
法の一つである脳磁図を用いた研究を考案
した。 
 
 
２．研究の目的 
CIPA 患者に対して、選択的な末梢神経の刺
激時の中枢神経系における感覚認識機構を
調べることを目的とした。 
 
 
３．研究の方法 
CIPA 患者を対象として、各種刺激時の脳磁
図の反応を調査した。選択的な末梢神経の刺
激装置としては、（１）手首正中神経の電気
刺激、（２）手指への触角刺激、（３）手指へ
のＣＯ２レーザーによる刺激、の三種類を用
いた。得られた結果を、背景因子を同じくし
た健常人群と比較検討した。 
 
 
４．研究成果 
 
（１）手首正中神経の電気刺激では、①刺激

後からの脳磁場応答までの時間、②波形強度、

③磁場発生源（皮質活動部位）座標、④皮質

活動強度、のいずれにも健常人との有意な差

は見られなかった。（２）手指への触角刺激

でも、上記の①から④の各項目に健常人との

有意な差は見られなかった。（３）手指への

ＣＯ２レーザーによる刺激での皮質応答は、

健常人と比較して、①両者とも１－４Ｍの磁

場成分をふくむ皮質応答が記録された、②両

者間で潜時に差はない、③磁場振幅は患者群

でレーザー出力依存的に優位に小さかった。 
以上より、本症患者では、触圧覚をコードす

る末梢／中枢神経系には障害がないこと、Ｃ

Ｏ２レーザーによる刺激、すなわちＡδ／Ｃ

線維の刺激によって皮質活動が見られるこ

と、の二点が明らかとなった。 
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